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目的 職場集団は、その集圀 てヽヽ決められた約束や規則ｉ 直場に強制されろ力ヽ , あ ゐいぼ,

守うよ71- なんらヵヽ のヵヽ たちてヽ雅 詞けられている統 制的集団 の性格 乞枡つ。その成 員ば肥
位 い 賤 忙 従って行動すゐことヵぐ求`めうれてお'K 、服 劃' おいて払 個 々のｲ廊直駐 ば様々

てヽ‘あろが`、要求?  れろ浦驀準に自分s-適 むさｾﾞていヵヽなければならない。本研 邨で-は、職

傷 でヽ・ 着装条準が服犠に関^  う規制の肩無 ヤ職種によってビウ夙なろか。キらに11. 他 の

私的なま名禰 面て■■^着装泰準i  で干 響すい どヽう ヵ七 ついr;ft討しf'。

方浪 湘職女子（lo^ べ～初代 ）I Ob 刄対象に昭和ﾀｦ年/0 月、職食や打身のや') ii'< n。匯

場 でヽの服装に関すう規制の肩他、拓活場面（ 職嶋、ii勤、家庭、シａ、/ ピyｸ ちど街. お

けいこ季 ）でヽの着数碁準などにつヽヽてアソケート謁金しＲ 。老装蕎準。評価ば ＼A-～|&頃日

についてワ段階誦 面てヽヽ行い. 祁 果s 場面海に因子分仰し. 鳶 皿 個 子得ゑ､と因子悸点より

刎

結果　O 職場 の着装碁準は職種や規制の冷1無 により苦衷が`あり、規制が自由なほど`乃様

なタイフヅ みられた｡t ）仕事w 肴つことて服装心 打 う充識が膏わｰ､社人 は約μ ‰l たがl

々の竟識の変化 は制服ヵ哺 ろ適合に肴 も､少なく、やヤ規制があろ場合が最 も多･･ つ̂ft。幻

職場f ぼ類似した先装基準 抑

えば. ①公払栽に社名性 り パヽiあろ破い 乞^  ろ循 ②公私斟に社会性は重孤 七ずる結 淘ヽ て恨

化 のあろ装い乞t ろ看⑤公私によ7  多様な簒い1i 訓れ ヽ':/7けろ危④職場では自分の着装碁

準はほとんど椅たないド 私的な場てヽ・t紅会人らしい'^劉あゐ装 い忿｡irう僊ヵぐみられr-。

B 138　 和 服に対するn･度と紺趙 支度 ＼z関すゐ脈脈行勧

衆知女短大　版本弘 子　　名古至 斧立す短大　佐野恂子　　岐 卑す短大。
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誓的　血年. -r 桂 の和服 に対する秀尤方は動L  i ている.     I    *り　 その内容は地方によ

って果な'). 蜜知・岐劃 囃 媚費用のい ヽﾘﾛ 服費の占あ;ら劃/わ り い。そこx瀋 地か)

俘ら せ報 の和服 の弗用頻 度，孚サの鋒n 支度り 四 口服を調梨す祐経t.  緒俯衣虞見せ

なとり)行勧ヵ恂 縁よ 対 すゐ対策，規 範臭敗 被験 希の基本属性,こよ べ どのよい 哺 屡i<

れろか 包m 討I  だ。

方繊 才 子防大生(7)そ匁42 そ名 球

度尺 農はす-  ズト ン茲1:よ っマイ"^ ̂I /■-。ﾁ-^ ・ 締賄 支度 い い 乍ゐや眼の量 ■   そ・ 規 絶

意襖, 和 服,丿 才すろ毎度の関係は姉エみ^ ら・形 式を用いX 調査 ぺ 分聘した，

軸果　和 服I-- 対すゐ低度槽鳶 によって樅験葦１ 和 服に凄靖 的な者ヵヽら非斟意的な角まで

斗刎･| レ 和 服に関T  ゐ程 々の行動t  クロ ス集計した。わ, 結果　和服/こ弱意的な%  ISど

和 服の備帥 時 が高^  ,  み服の^  馴こMIす い きすい卜 す定的ﾏ≒　手やの締将 支度,＝弄口服

i れ 梨す 意図があ ゐこI t匹 ヵヽ つた。攻＼ ̂. 賭贈 支度,=fll製すゐ和月釦 ま を外的差

畔家数にり ，和 服 に対 すゐ態it. 峠岫 気度に関亨I  規麦秀繊t 説明裏数 いr  貧困帰分

鮮 したところ，% 相関係数はc.^ｸ となりあ まり高いｲむま祷られなヵヽ つたご そこで　説明廣

数l-- 茸齢 や世尊 のIt収入などの差才属性 左加えマ毅量化 皿類 い

とド乙類繁すゐみ 服のー の^ 少に大-i c 寄I- I T ヽヽゐ牝教 ま。a  怖着りT 和 服の-^ 用判
倉, 瀦 刈 支度I- 関すゐ規 他意誠 ，居住弛，世渾 まの職業，和眼に対 すゐ態 笈であ-> すfc.な

あ.    このか柑 の粕聞氏･まら勁 て`゙あっr-.


